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【目的】Fast　Reox｝very 　Fast　Spin　Echo（FRFSE）法は、　FSE 法の   hoデー
タ収集後に、180

°
と．90

°
pUlseを付加するこ とによ

り、 プロ トンの残留横磁化ベ クトルを強制的に縦磁化に戻 し、 みかけ上の TR を短縮するpUlse　sequence である。

そ こ で 、 今回 FRFSE 法による T2 強調画像につ い て 、
　FSE 法との比較を中心に検討 した。

【使用機器】SIGNA ・amtour ・O．5T・Ver．7．44（GEYMS ）
・自作フ ァ ン トム （baby　oil・生理食塩水・水道水 ・乳酸リンゲノ醸 ）

【方法】（1）フ ァ ン トム撮像時、   FRFSE ・FSE 法にお ける ［［R（500
〜
　　　　　　Fig．1・cNR （csF ／、pi。。t・c 。rd ；

sooerrtsec）
・ETL（5〜 16）変化時の信号強度の変化につ いて  FRFSE 法におけ

る TE（20〜150msec）・VBW （6．94〜2α83K翫 ）変化時の信号強度の変化にっ い

て検討した。（2）Volunteer腰椎衂 製a1 エ≧強調像撮像時、　FRFSE ・FSE 法にお

ける 皿 （1500
〜6000    ）

・EII．（5
〜1（ヵ変化時の、各部位 （（SF ・脊髄 ・椎体）

の信号強度及び コ ン トラス トの変化につ い て検討した 。 （3）（1×2）の結果より

求めた至適撮像条件を用い た FRFSE 法 、 及び FSE 法にて臨床画像を撮像し

両者を比較倹討した 。 比較は、 医師 ・診療放射線技師5名による 5段階視覚

評価とし、 対象は 37症例 （男性 19名 ・女性 20名　年齢 1g〜87才 平均 47

才）とした。 また、 （1）（2）の データ収集時における、 receive　gah1はそれぞれ一

定とした 。

【結果】（1）信号強度はそれぞれ、 TR 変化時、　baby　oilは双方ともほぼ同じ、

乳酸リン ゲル 液は FmsE では 20DOmsecまで急激に上昇 し、
　FRFSE2000rnsec

と FSE5〔〕00ms  でほぼ同じ信号召鍍 を示 した 。
　ETL 変化時、 乳酸リンゲル液

は、 mSE 平均％ 4％、　FSE 平均 406％低下した 。　E 変化時、　baby　oil 平均

34．8％、乳酸 リンゲル 液平均 2．82％f民ドした 。 また VBW 変化時、　baby　o皿平

均 40％、乳酸 リンゲル液平均 43％低下 した。（2）同
一 TR では、　FRFSE の方

刺 言号強度が高く、また FSE 　500D醐 ec の CNR が FRFSE150 （  3  以上 で、
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同等かあるいはそれ以上とな っ た（Fig1，2）。 以上の ことより IR2000rrtsec前後 EIL7〜11 を至適条件とした。 また、 τE ・

VBW は FSE と同様とした。この場合、 平均 27．2％ の撮像時間短縮が可能となる 。 （3）臨床画像では 、 全体の約 9割が FSE

と同等か FRFSE の方が読影 しやすい とい う結果とな っ た 。 （Fig．3）

　　　　　　　　Fig．3 視覚評価結果　　　　　　　　【考察】（1）FSE法 TR4  
〜5000msec程度の コ ン トラス トを得るた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 めに、rRFSE 法を用 い る ことにより、1R を 2000msec程度まで短縮

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 可能であり臨床上有用であっ た 。 （2）TR の 短縮によ り、 撮像時間の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 短縮が可能とな っ たが、反面撮像可能ス ライス枚数が減少す るの で 、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 全て の 撮像へ の適応は難 しい と考える。 （3）視覚評価の結果は 、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 contrastがほぼ同等で ETL の減少により空間分解能の劣化が抑えら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 れたためと考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【結語】T2 強調画像を撮像する際に、皿 を短縮可能なシー
ケ ン ス

FRFSE 　zaにつ い て、従来法である FSE 法と比較倹討し、良好な結果が得られた。　 TR の 短縮が可能で あるため、撮像時間

の 短縮或い は、 高解像度イメージの 撮像なと広い範囲での利用が可能であり、 臨床上有用であると考える。 しかし、 RF　pulse
の付加および TR の短縮により撮像可S旨ス ライス枚数の減少があるため 、 脊髄撮像なと比較的スライス枚数の少ない撮像
へ の利用が望ましい。
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